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DNAチップとはガラスなどの基板上に数千から数

万種類のDNAをミクロな領域に整列固定化させたも

のである。DNAチップの特徴は、今まで多大な時間

を費やしていた遺伝子の配列や発現の解析を大量に

かつ高速に行えることである。しかしながら、使いや

すさやコストなど現実の使用に耐えうるものが存在

しない。

そこで実際の使用に適したDNAチップを作製する

ため、作製したDNAチップの基本性能について検討した。

DNAを共有結合で基板に固定化する独自の技術を応用し、オリゴDNA及び長鎖DNAを固

定化した基板を用いて特定のDNA検出を試みた。オリゴDNA基板では配列上の１個の変異の

存在についても検出する事が出来た。一方長鎖DNA基板では、サンプル中に存在する、１コ

ピーの遺伝子も検出する事が出来た。

これらの結果をもとに、病原菌の薬剤耐性やヒトサンプルの突然変異の検出が容易に行いう

る技術基盤が確立し得たと考えられる。
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